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はしがき

「学ぶ」とは、どういうことだろう。未知の世界を知ること？新しく知っ
たことを覚えること？それとも…。

本書は、イギリス高等教育において伝統的な教授形態であるチュート
リアルについて書いたものである。チュートリアルとは、少人数の環境
で、学生が書いてきたエッセイをもとに、学生とチューターがディスカッ
ションをし、その中で学生の思考が深められていくという学びのスタイ
ルである。

子どもの頃の私は、模擬試験や学校のテストで「良い点を取ること＝
勉強の楽しさ」だと思い込んでいた。
ところが、大学受験を控えたあるとき、ある人から「大学は、好きな
ことを学ぶところなんだよ」「面白いから学ぶんだよ」と言われ、期待
に胸を膨らませたのを覚えている。
しかし、大学に入った私を待っていたのは、「ふわっ」とした学生生
活だった。のめりこんでいけるほどの「学び」に出会えることはなかっ
た…。
そんな私に転機が訪れたのは、大学 3年生のとき、留学先のオックス

フォード大学で受けたチュートリアルという授業だった。チュートリア
ルは、これまで私が受けてきたような、受動的な学習ではなかった。何
も準備をせずにチュートリアルに臨んだある日、「あなたが事前に（本
を読んだり講義を聴いたりして）準備をしてこなければ、今日勉強すること
は何もないわ」と、チューターから言い放たれ、追い返されたときの衝
撃！チューターの持っている知識を伝授されるのが授業ではないという
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驚き！
自分がいろんな本を読み、講義を聴き、そこから学んで考えたことを
もとに、チューターとディスカッションをする。チューターの考えが全
て正しいというわけでもなく、チューターと自分の考えを二重らせんの
ように高めていき、新しいものをつくる、化学反応のような体験！
それが、チュートリアルだった。
それまで私が経験してきた「学び」とは違うスタイルの学びが、世の
中には存在することを知った。
日本に帰ってきてからその体験を話しても、「オックスブリッジだか
らできることでしょ？」と言われた。確かにチュートリアルは、同窓会
の力が強く、卒業生（alumni）からの資金的なサポートもあるからこそ
成立する、少人数の学びのスタイルなのかも知れない…。
そう考えていた矢先、オーストラリアの大学にもチュートリアルなる
ものが存在することを知った。しかもオーストラリアの大学では、イギ
リスのオックスブリッジに比べて、クラス規模の大きなチュートリアル
が展開されていた。
一見普通の授業（class）のように思われる、このオーストラリアの

「チュートリアル」は、どうしてチュートリアルと呼ばれるのか？そこに、
オックスブリッジに端を発するチュートリアルのエッセンスは脈々と受
け継がれているのだろうか？
そんなことが知りたくて始めたのがこの研究だった。

この研究を続けていくうちに、日本の高等教育では「アクティブ・ラー
ニング」なるものが流行し始め、今では大学のみならず高校段階におい
ても積極的に導入が図られている。
確かに今までの講義中心の受動的な教育に比べれば、一見すると学生
が文字通り「アクティブ」に活動している感はある。しかし実際に、学
生たちの学びはどこまで深められているのだろうか。そもそも、学生そ
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れぞれの問題関心は異なっているのに、どうしてグループ・ワークで「学
生の問題関心を深めた」ことになるのだろうか。「学ぶ」ということの
根本的な意味を問おうとしているのも、この研究の特徴である。
本書では、チュートリアルのエッセンスをみる上で、その歴史的経緯
にも触れているが、読者の興味・関心に合わせて、面白そうと思うとこ
ろから読んでいただければ幸いである。
そして本書が、「学ぶ」という喜びにまだ出会えていない若者や、自
ら「考える」学生を育てようと日々教育に邁進されている大学関係者の
手にとられ、主体的に学ぶことの楽しさ・面白さを知るきっかけの一つ
になってくれれば、筆者としてこれほど幸せなことはない。

2017年 3月
竹腰　千絵
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